
Highlights

• ファイルとボリュームの共有
データの完全性や
パフォーマンスに影響を
及ぼすことなく、複数のSolaris™

オペレーティングシステム・
サーバの共有ファイルへの
read／writeが可能

• パフォーマンスの最適化
ファイル・サービスの最適化で、
利用アプリケーションからの速やかな
ファイルへの書き込み／アクセスを実現。
LANとファイルシステムに起因する
ボトルネックの削減／システム・
パフォーマンスの向上／優れたROA

（資産収益率：Return On Asset）を実現

• Webベースの管理ポータル
セキュアなロール・ベースのアクセス制御／
監視ツールで、リモートからSun StorageTek 

QFSの構成／管理が可能

• 迅速なデータ復旧
システム管理者は、わずかな時間でファイル
システムの構築／再起動が可能。ファイル
システムの一貫性を保ち、全ての
トランザクションを復旧可能

• サードパーティ・アプリケーションのサポート
数多くのサードパーティ・アプリケーションとの
併用が可能

 • 統合アーカイブ・サービス
Sun StorageTek SAM-FSソフトウェアは
ファイルシステムとファイル共有機能を拡張。
ポリシー・ベースのアーカイブ・サービスで
データ・ロスやシステム障害からファイルを
保護。情報のライフサイクルとビジネスに
おける重要性を考慮した管理性を実現

Sun StorageTek™ QFSは、クリティカルなビジネス業務を支援するファイルシステムです。優れたパ

フォーマンスのファイル共有システムは、拡張性／QoS／データ管理／データ依存度の高いアプ

リケーションのスループットを向上させ、利用基盤におけるデータ・パスを最適化し、NAS／SANテ

クノロジーの集約を可能にします。企業における従来の大規模ボリューム環境は、複数のファイルシステムに

分割され、パフォーマンスのボトルネック／非効率な管理性／経費のオーバヘッドを生み出していました。Sun 

StorageTek QFSソフトウェアを利用することで、システム管理者はファイルを1つのファイルシステムへの統

合／一元管理が行え、ユーザやミッションクリティカルなアプリケーションはパフォーマンスを損なうことなく、

同じファイルの共有／大規模ボリュームに納められた企業データへのアクセスが可能になります。

システム管理者はストレージ環境の詳細な制御が可能となることで、TCO（総所有コスト:Total Cost of 

Ownership）の低減とストレージに対するROI（投資収益率：Return On Investment）を向上させることが可能

になります。ファイルシステムの再同期を排除することで、保守管理を格段に簡素化します。Webベースの管理

アプリケーション・ポータル／拡張されたDNLC（Directory Name Lookup Cache）サービス／包括的ディスク・

クォータのサポート／拡張性など、新しく追加／拡張された機能や、RAS機能がソフトウェアを更に強力にし、

卓越した信頼性／管理性を提供します。Sun StorageTek管理ソリューションを、ご利用のストレージ環境の簡

素化にお役立てください。

>

Sun StorageTek™ 
QFS Software
QoSの向上とSAN基盤の効率的な運用を促進する、
優れたパフォーマンスのファイル共有システム

プライベート・メタデータ・ネットワーク

Sun StorageTek QFS
メタデータ・サーバ
（QMS）

Sun StorageTek QFS
クライアント／サーバ

SAN基盤

データ
メタデータ

Sun StorageTek QFS
共有ファイルシステム



Sun StorageTek™ QFS Software jp.sun.com/storage/

Sun StorageTek™ QFS Software

資料の内容は、お断りなしに変更することもありますのでご了承ください。
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特長と利点 オープンな統合ストレージ管理を実現する
Sunは、オープンな統合ストレージ管理を実現する

Sun StorageTek製品ファミリを提供しています。

これらの製品により、統合ストレージ管理を通じて

サービスレベルの観点からストレージのプロビジョニ

ングを行い、ストレージ資源とアプリケーション管理

の視覚化ならびに仮想化を可能にします。SNIAが

推奨するCIM（Common Information Model）

APIをベースとしたオープンで統合性の高いストレー

ジ管理アーキテクチャを提供し、ポリシー・ベースの

徹底した自動化を実現します。

Sun Services

Sunのストレージ・サービス・コンサルタントは業界を

リードするソフトウェアを利用し、ストレージ管理ソ

リューションの設計と導入を行います。Sunのコン

サルタントはストレージとお客様の基盤間の環境や

相互依存性を熟知しており、Sunへご相談いただく

ことで生産性の向上、そして卓越したROIの実現が

可能になります。

詳細
Sun StorageTek QFS Softwareの
詳細については、
jp.sun.com/storage/ をご覧ください。

特長

•Sun StorageTek QFSの管理／構成に必要なコストと複雑性を削減
•多くの機能に対し、セキュアなロール・ベースのアクセス制御を実現

•向上したファイルシステムのパフォーマンスが、大規模なディレクトリ内で
のリニア・サーチを実現

•検索パフォーマンスを向上

•クォータ制限を設けユーザ環境を制御することにより、オンライン／ニアラ
イン・ストレージ資源全体を通じて利用効率を向上

•最大1PBのファイルシステムをサポート
•SNMPをサポートし、システム管理者に優れた監視／診断機能を提供

•監視／診断機能の提供で、システムの管理性を向上

•システム管理者は、迅速かつ確実にマウント／利用可能なスタンドアローン
Sun StorageTek QFSファイルシステムの有無を確認可能

•効率的なデータ運用／分配を可能にする、同時read／writeアクセスを実現
•システム中のファイル統合を行い、更に効果的な資源活用を実現

•DAUサイズの大小を選択可能で、システム中に無数存在する少容量の
ファイルに対するパフォーマンスを向上

•大規模システムでは、初期値の大DAUサイズでI/Oを効率化

•システム管理者はファイルへアクセス可能なユーザ・グループやユーザが
アクセス可能なファイル・グループを定義でき、データ・アクセスに対する
セキュリティを強化

•異なるスレッドから1つのファイルへ同時にread／write可能

•直接ディスク・キャッシュへデータを書き込むことで、データベースのパ
フォーマンスを向上

•組み込みボリューム管理機能と、シーケンシャルなI/Oを必要とするアプリ
ケーションに対応するために拡張された帯域幅が、複数ディスクに分散し
た書き込みを実現する複数I/Oストリームを実現

•デバイスはグループとしてストライプ化が可能なためファイルは特定の
グループからread／writeが行われ、更に優れたパフォーマンスを提供

•データからメタデータを分割して保存することで、RAIDキャッシュの効率化
／遅延の削減／メタデータのミラーリングを実現

•Webベースの管理アプリケー
ション・ポータル

•DNLC（Directory Name 
Lookup Cache）の向上

利点

•クォータ管理

•テラバイト以上のLUNをサポート

•Sun Cluster HAエージェントの
サポート

•SANファイル共有

•可変DAU
（Disk Allocation Unit）サイズ

•ACL（Access Control Lists）

•Q-Write

•SNMPのサポート

•Direct I/O 

•ストライピング

•ストライプ・グループ

•メタデータの分割


	Sun_StorageTek_QFS-1.pdf
	Sun_StorageTek_QFS-2.pdf

